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対話とエンパワーメントを醸成する
21世紀の北欧公共図書館
はじめに
20 IL:紀初頭から公共出書館サービスを発展さ
せてきた北欧諸国は， 21 世紀に入り民主主義を
支え発展させる公的議論のJAとして公共図書館を
内定義するようになった。またそのようなまIH念を
体]見する図書館が地J1i支社会に誕生し，情報と文化
に関わるすべてのニーズを満たす地域の拠点とし
て，住民から高い支持を得ている。本稿では北欧
諸Ij1における ピスの先導的存在となっ
ているデンマークを中心、に 201t*己ネ9)9J1iから 21l1t 
紀にいたる北欧公共図書館のまm念と実践について
検討し今後の図書鮪サービスの万向性について
の;義 l論を検~lEする。
1 20世紀北欧公共図書館の発展
北欧では 201:紀の初頭に住民すべてがアクセ
スできる公共図書:館がJ没i置されるまで，教会付設
図書室が主たる地域の図書館であったが， 201立
紀初出にかけて近代i調書館の悲礎が築かれた。デ
ンマークでは王立図書館司書:であったランゲ
(Hans Osterfelcl Lange) が I~I 立図書館・ '+1 央図
書館-地j或白星千百i1・コムーネ j;gj書DHi' )から構JV<:
されるJI在のデンマーク館ネットワークのjEL
よしだ ゅうこ:筑波大学!民n与館情報メディア系
キーワード 北i孜公共!支li百五j';デンマーク、公共図書館サービス
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出となる図書館1lIJ支を提唱した。 1920il=-には最
初jの図書館法が制定された。その後図書館法は何
度か改正され， コムーネから図書:在日への捕助金を
義務づけた 1950年の改正 すべてのコムーネへ
の図書館設置を義務づけた 1964年の改正は今日
のデンマークの公共図書館制度の略立に重要な役
割を来たした。ノルウエー スウェーデンも 20
世紀初頭に公共図書館設立運動が起こり，図書館
法に基づき各自治体に図書館が盤怖されていっ
た。
1960 年代のカウンターカルチャームーブメン
トは北巨大の公共図書館に話口、影響を与え，ハイカ
ルチャーを主たるサービス対象としてきた公共図
書館はローカルチャーや視聴党資料を積極的に扱
うようになった。このような図書:館の変化は，
1964年に改訂された図書館法に反映された。
1964年5月27[1に交付された「デンマーク公共
図書館法jでは“公共j望書館は，図書その他の資
料を無料で提供することによって，知識，教育お
よび文化を普及し促進することを I~I (i<jとする"と
規定し，図書館を資料提供に留まらない文化の普
及機関と定義づけた 2)。
1960年代t_)，1年，より多くの住民の図書館利用
を促進し，図書や情報の入手が凶弾tな住民が図書
館サービスを享受できるようにするため，図書館
は手IJmvこかかわるハードルを可能な限り引き下げ
る方向に進路を定めた。 1970年代には，公共図
書館は住民が気軽に立ち寄ることができるコミュ
ニティの情報と文化の拠点としての位置づけを舶;
立しfこO
公共図書館の変化に伴しE館内での利用者への禁
止事項が減札利用者は図書館で、より !31tlな行動
が認められるようになった。トルセン (Leif
Torsen)は1972{I:に凶書館建築について言及す
るなかで“成人JFの貸出部I!Jには、柔らかい楽な
精子がたくさんあって 利用者が本の拾い読みを
したり，ゆっくり)J要かけたりしゃべったりできる
ようにしておく。カフェテリアもあって，若い人
たちばかりでなく Izl書館に来たい人やそこで人
に会いたい人たちが気持ちよくやって来られる場
Jiji"で、なければならない。古い観念で見れば，この
ようなことは図書館の機能を泣えたものであろう
が，今では図書館を厳粛なj封印?と考える人がしだ
いに少なくなって来ているので，このことは必要
でもあり、望ましいことである"として、静;皮の
場から利用者同士が会話を交わす空間に変化した
公共図書館の状況を描写した 3)。
1980年代には，他の利用者に迷惑がかからな
い音量であれば，図書館内で、会話が白山に交わさ
れるようになった。とりわけ 1980年代以降，図
書館が協同iねな学びの場 U¥会いの場として利用
されるようになると，図書館での会話はごく普通
のこととなった 1)。現在の北欧の多くの公共図書
館は，会話と飲食が許可されている 5)。
1970 年代まで公共図書館を特徴づけていた静
寂さからの脱却は，北欧の図書館が資料の提供か
ら文化活動の場へと活動を拡張したことを示すも
のである。 21世紀に入って北欧の公共図書館は，
講演会・映画上映会・コンサート・読書会・語学
識産などの伝統的行事に加えて，医療・法律・教
7すなど生活相談に応じる市民センターであり，若
者の就業や学習支援を行うサポートセンターとし
て，また文化的な経験や住民間士の出合いの場を
提供する文化拠点として地域に定着している(i)。
2 
情報・文化アクセスの拡大から
みる北欧公共図書館サービス
対話とエンパワーメントを醸成する21W:紀の北欧公共iヌ!椛ー古代 lI3 
書館は 1I世紀にわたりその実践を通じて，すべて
の住民への情報アクセスの!実現を継続的に追究し
てきた。現時点でその理念は，すべての利用者を
対象としたアクセスの拡大と，特定の手IJm者を対
象としたアクセスの拡大という 2方向のサービス
に焦点を合わせている。
2.1 すべての利用者を対象とした
情報@文化アクセスの拡大
すべての利用者を対象とする情報文化アクセス
の拡大は， (1)1望書館のキIJFJIJ寺I，¥]の拡大， (2)1詩書館
サービスのアクセスポイントの拡大， (3)非来館別
サービスの導入の三つの方向性がある。これらの
目的は図書館サービスの時IHUIS，.空間的なillJlli~ を
最小限にすることによって，公共図書館へのアク
セスを増やすことである。
(1) 図書館の利用時間の拡大
2013年1]月現在，デンマークでは職員が在勤
する通常の1m館時間と セルフサービスによって
図書館を利用する開館H寺!日jの2樟鋲に分かれてい
る図書館が多くみられる。たとえばコベンハーゲ
ン・コムーネ図書館では 10時から 1911寺を通常の
1号館1I寺1M]とし， 81寺から 1011寺および 1911寺から 22
1寺を住民によるセルフサービスの1mfii'(時間として
設定している。セルフサービスの時間荷には、社
会保障番号カード (Sundhedkort:医療をはじめ
とする公的サービスを受けるための身分~íEry何千)
を使い，事前笠録した1計iE番号を入力して入院{す
る。
2004 {I三に虫色まったこのシステムはオープン・
ライブラリー (abnebibliotek) とi呼ばれ，小規
模図書館をrl:l心にJ采JlJする図書f出が徐々に増加し
た。 2013年1]月現在，デンマークの 450館の公
共図書館のうち 180館をj包えるIzl書館がこのシス
テムを導入している。利用者と図書館の保護のた
めに監視カメラによって館内の状況が111~jj与されて
いるとはいえ，盗難や器物壊などが危倶されて
いたが， 10年近く経過した現在まで，オープン
ここからは現在の北欧公共図書館サービスの焦 ライブラリーシステムの後退につながる深刻な問
点の一つである「怖報・文化へのアクセスの保 題は起こっていない i)。
i埠Jという概念を検討してみたい。北欧の公共IZl 自治体の経費削減のためのサービスの集rl:l化の
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結栄ともいえるオープンライブラリーを行政関係
者ーや政治家が安易に導入しようとする動きを
は危保している。特に住民数が少ない地域の!亘書
館でこのシステムカ斗采刑されることで人民治'ì~1J減
される傾向への懸念もある。しかしながら一方で
オープンライブラリーは 間合計待問が勤務i待問'H?
と主なっているために， これまでj迫害紅休日n日f覧会
がI~Híとされていたフルタイムのj肢を持つ住民に対
し，本米受けられるはずのサービスを補完する役
割を来たした。また丙占:が勤務する 1寺IU滑にはレ
ファレンスや読書相談を行い，セルフサービスの
時間引には資料の 15kJ 覧や 1M: り出しを主 I~I 的に I~I 書
館を訪1りするといったように 不Ij)有者は職員のい
る1寺IJと不在IF!lII¥Jの両方を享受しiまi書館をf史しづナ
けていることが:1引珂した。こうした自律的な利用
者は-IIL紀にわたって蓄積されてきた北欧図書館
文化の成;誌の象i投でもある Hjo
このオープンライブラリーが住民の開館時間延
長要請を受けではじまったのではなく，図書館側
からの試みとして導入されたことは注目しておく
必要があるだろう。北欧において公共図書館の利
用率が高いのは子どもとその保護者，高齢者，マ
イノリティ住氏である。つまり国書館の通常の1m
館1時間はフルタイムで働く住民の勤務時間と重
なっており，利)l:J者の偏りにつながっている。し
かしそのことが納税者のクレームとして問題化す
ることはほとんどなし、。その県出としては幼少時
から一定期間の凶書館不IJ)IJを絞殺するため J践を
持つまでに公共i調書館の恩恵を受けたという感覚
を持っていることりに また引退や解雇等によって
離職した際、あるいは育児休暇やその他の個人的
~mELI で休戦したときに，公共図書館がコミュニ
ティに安定して存在することでその恩恵を受ける
であろうことを自1芝しているからである。
公共図書館は生涯の特定の時期に利用する施設
とする考え方は，北欧において公共図書館が福祉
サービスの一部としても捉えられていることを示
している。 住民は現在の不IJ)!1の有力止にかかjつら
ず，情報と文化のアクセスのための1:こI核的施設と
しての公共i望書館の役割を理解し，その存在を支
J守しているのである。
(2) 密書館サービスのアクセスポイントの拡大
図書館のアクセスポイントの増加に関しては，
駅，バス停， }古舗i等にアクセスポイントを設置す
るBibto go (Iibrary to gO) と1芋ばれる電子書
籍貸出サービスがはじまっている。利用者は展示
されている書籍の QRコードをスマートフォンな
どの携荷端末でスキャニングし，その場で121書館
から書籍を借り出し特に住氏数が少ない地域の図
書館でこのシステムカ斗采)甘されることで人民治'iUIJ
減される傾向への懸念もある。しかしながら，直
ちにi売みはじめることができる。 図書館界では伝
統的に図書館サービスの拠点を館外に設置してき
たのであるが，従来型の配本所との相違は，情報
技術の導入により現物の貸借-返却が不安になっ
た点で、ある。
(3) 非来館型サービスの導入
ウェブサイト上の資料提供は， 2000年代半ば、
の音楽資料のダウンロードサーピスから始まり，
2010年代に音楽 CDや映画の DVDなどの資料の
貸出がはじまった。電子書籍はすでに公共図書:館
に導入されている。しかしながら貸出条件をめ
ぐって出版社との合意形成にいたらず，サービス
は難航している。貸出数に応じて支払われてきた
作家への公共貸与権の支払いも，電子書籍には未
適用である。 最大の問題j立は刊行されている電子
書籍全体のうち図書館に貸出用に提供されている
タイトル数が段定されていること，ダウンロード
のたびに支払いが生じる電子書籍に係る経費が資
料費を圧迫していることである ]0)。
2.2 特定の利用者を対象とした
情報・文化アクセスの拡大
本節では特定の利用者に焦点を当てたサービス
について，電子機器にかかわる情報リテラシーに
関する問題を抱える高齢者と，識字リテラシーや
基本的な生活情報の入手にi謁する1日;涯を抱える移
民を対象としたサーピスの二つの例を取り I~.げ検
討する。
(1) 電子機器に関する情報1)テラシー支援
電子機器の操作が社会生活と密接に関わる現代
社会において，情報リテラシーの欠如iは社会的不
利益に直結している。とりわけこれまで情報機器
に関わるリテラシーを修得するための機会をJ寺た
なかった高齢者や移民は，不利益グループに合ま
れる-liT能性がi守'j¥， ¥0 .情報へのアクセスを保障する
機関である公共図書館は，そうしたグループに
ター ゲットをしぼり、;)却控i'1<]な情報リテラシー{I多
{!?のための支援を行っている。
公共図書館は生活に直結したプログラムを11心
にコンピュータE持政を:in刊さ1-で1jf.J;l詳してきた。 2000
年代から公的文書:や各種手続きが段階的にイン
ターネット i二での子続きに移行されるのに伴し¥
コンピュータ講座はさらに組織的-イ本系的に整備
されるようになった。たとえば2013年 1 )~ JI 
在，コペンハーゲン・コムーネ図書館では 120種
類を)也えるコンピュータ講座がちi'J設されている。
背熟度に合わせて入IJ者から1=1:1級者までの講座Eが
提供されるだけでなく，デジタル・アンバサダー
(digital ambassadのr) と1'-ばれる、コンピュータ
講座で講師を務めるボランティアスタッフを育成
する講座もある。
(2) 移民の日常生活を支援する図書鎮ブ口グラム
全国(1<]な図書館ilJlJ度の時立から半世紀以上が経
過した北欧社会において 公共図書館への物理的
なアクセスへの基盤は完成している。しかしなが
ら文化的・経済的・社会的~mltl により図書館のj~[~
1nuしたインフラストラクチャーへのアクセスが嵐
長jí~ なために図書館サービスを享受できない移民・
難民などのマイノリテイグループが存在する 1])。
マイノリティ利用者へのサービスが開始された
当初，マイノリティ住民は「特別のニーズを持つ
利用者jとしてとらえられ そのサービスもごく
限定された範閣に留まっていた。しかしながら文
化的に多様な背景をもっ利用者の増加にともな
い，マイノリティ住民へのサービスは図書館界に
おける中核 iねな課題の一つになっている。 1~1家政
策である移民の統合に，公共図書館が一定の役割
を果たすことが期待されたことも，図書館界での
サービスの整備につながった 12)。
図書館の積極的な働きかけにより移民・難民の
図書館利用は 1990年代に入り継続的に地力1して
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いった。コンビュータの I~I己所有率が低い移民-
難民にとって、?!¥fi料で平IJmできるコンピュータが
i指紋されている図書館が情報アクセスのための拠
り所となったことも，移氏利用者の地力1を1ijlしト‘
げた。 2000年代以後 移民は図書館不IJ)lJ者グ
ループのなかで一定数をiiめるようになり、公共
i読書館で、の存イC!惑を高めている口
デリカ (KristianDelica) らは移氏)fi}{l:12{の先
進i'1<]lfY.キ1みを通じて，移民の七千Hiアクセスの拡大
に向けた公共図書館の働きかけを分析している!:l)。
各 I~I告:自立は移民児主のリテラシ一向 i二プロジェク
トであるブックスタート (bogstari) 1.1)や、移民
女性のイt!lT.支援のためのネットワーク「地域の
/:J J (Bydelsmのdre)1~) を先 i与している。公共 i立i
吉弘'i(まこれらの地区において不IJm 者の 1~ll二学習と
エンパワーメントを支える学背拠点の役割を来た
すと同時に，ワンスト yプで各種'Iif~'('Ii を提供する
地域の生活支援センターとして住民の生i1'を支え
ている。いずれのプロジェクトも情報アクセスの
接点を地やすために 移民のニーズに合わせた人
的ネットワークの構築やエンパワーメントの強化
に焦点を合わせた取組みを行なっている点が特徴
で、ある。
本章では情報文化アクセスの拡大について述
べてきたが，情報と文化へのアクセスは悩人が持
つ権利であり，それを支援することが公共図書:館
の義務であるという考え方から，これらのサービ
スに関わる個人負担は一切諜せられていなし」た
とえばデンマークの問書館サービス法 19条は公
共図書館からの資料貸出および図書館でのサービ
スを無料とすることを定める一方， 20条で場所
の利用，資料の貸出，情報の案内の範I1憶を超える
特別なサービスに関して課金できることを定めて
いるのだが 16) 高齢者を対象としたコンピュー
タ講座，マイノリティ住民を対象としたリテラ
シー支援・生活情報の提供は「特別なサービスJ
ではなく，公共図書館の基本サーピスとみなされ
ているのである。
3争 21世紀の北欧公共図書館モデル
ここからは 211止示己における jヒ I~欠乏ど共 121 芸子館の
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方向性を考察する。検討にあたってヨコムスン
(Hel1喝ik]ochumsen) らが提唱した公共図書館の
1m空間モデル (Thefour spaces)を取り上げた
い 17)。このモデルでは インスピレーションの
空1M].学びの空間1・出会いの空!1n.創作空間とい
う1mつの場から構成される多目的文化空間とし
て， 2]世紀の北以の公共図書館像が:JWiiJミれてい
る(図 1)。
12日空I¥Jモデルの著者の l人でもあるスコット・
J¥ンスン (DorteSkot-Hansen)は， 1994年に1m
空間モデルのプロトタイプとして位置づけられる
モデルを f地域図書館:終駕と新たな始まり j
(Del LocaLe Bibliotek-Afvik!ing eLleγUdvi1?liη引
という報告書の 1:1で発表した IS)。本章では 1990
年代半ばから 2000年代半ば、までの 10年間の北欧
図書館の変化を浮かび上がらせるために 1990年
代半ばのモデルと 2010年代のモデルを検討した
し)0
3.1 1990年代半ばの公共図書館モデル
北欧の公共図書館が 1960年代半ばから資料提
供の場にとどまらない多様な文化プログラムを提
供する機関へと変化しはじめ， 1990年代半ばに
は地域の文化センターとしての位置づけを硲立し
たことはすでに述べた通りである。そうした状況
を踏まえスコット・ハンスンは 19961:に呉なる
機能を持つ1mつのセンター，すなわち， (1)文化
的・芸術的体験の場である文化センター， (2)情報
にかかわる教育的領域の場である学習センター
(3)経済活動に関わるビジネス領域の場としての情
報センター， (4)社会福祉に関わる市民生活支援の
場としての社会センターからなる公共I~I書館モデ
ルを提示した 19)。
スコット・ハンスンカfモデルをJ走出した 1990
年代半ばから 2000年代初IJlUjは，インターネット
の普及により公共図書館の存在意義が問題化され
た時期である。公共図書館利用者・非利用者に対
し，公共図書館の利用，文化習'1貫， 日常生活，暮
らしの豊かさと公共図書館の関係を問うインタ
ビューを行ったヨコムセンらは，図書館の使われ
方の多様性を浮かび]こがらせるとともに，情報技
術への重点化が公共図書館の本来持つ強みを放出
する可能性を示唆した。そして学留から娯楽にい
たる複合的な機能を包摂することが公共I~I書館の
本質であり，そうした性格を維持していくこと
で，図書館が将来的に存在感を保つことができる
と結論づけているお)。
3.2 2010年代の公共図書館モデル
2012年にヨコムスンらはインスピレーション
の空間，学びの空Ii¥j，出会いの空間，創作空間の
間空間からなる公共図書館モデルを提出した。
インスピレーション空間は，利用者が文化的利
i数を受けるjJきであり，あらゆるメディアを通じた
文化!'I<Jな表現によって利用者の認知や物の見方が
変化する場である。学びの空間は，情報と知識へ
の I~lEl:なアクセスを通して 個人の能力や可能性
を高め対話を通じインフォーマルな形でエンパ
ワーメントを実現する空間である。出会いの空間
は図書館における偶発的な出会いから体系化され
た活動までを合む1幅広い射程を持つ場である。告IJ
fr:~~njJ は創造のためのパフォーマンス・スペース
として，作家，アーテイスト，デザイナーなどの
創作活動にたずさわる人々が， 右創1J'1作iドZへの1京利j司リω詩激kを受
けイ作'/1乍r:山U吋2斗ゴ引哨iJA点品i:Uin1
i的1匂守なデデ、ジ夕ルネイテイフブ守のためのj場坊でで、ある 2幻l)」O 
このモデルは公共図書館の提供する物理的な空
間とインターネット空間の両方を視座に入れてデ
ザインされており，問つの空間の持つ機能が重な
りあうことで，体!挨，エンパワーメント，関わり
合い，変革として掲げられた公共図書館の目的を
達成する場として表現されている。
3.3 1996年モデルと 2012年モデル
の比較
2012年モデルと 1996i~三モデルの!日j に直接的な
関係性は示されていないものの，スコット・ハン
スンは両論文にかかわっており，モデルの構成要
素は部分的に重複している。両モデルの比較は，
この 10年1¥Jの北欧公共図書館の変化と図書館関
係者の意識の変化を把握するために有効で、あろう。
1996年モデルでは文化センター，知識セン
ター，情報センター，社会センターのl!1つの役割
が示される機能毘定型モデルであったのに対し，
2012年モデルは公共図書館の機能が1mつのフレ
キシブルな空間としてとらえられている。また
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1996年モデルでは利用者の目的が市民教育¥研
修，仕事，娯楽として服定化されているのに対
し， 2012年モデルにおいて公共図書館の自的は
体験，エンパワーメント，関わり合い，変革とし
て，情報不IJ)J1の動的プロセスを示す表現となって
いる。
4 考察
これまでみてきた北欧公共図書館サービスの到
達点および21世紀の公共問書館の方向性を示し
たモデルを踏まえ，それらが従来の公共図書:自立の
理念とどのような関係性にあるのか議論し北欧
の公共図書館の課題について検討する。
4.1 21世紀北獄図書館の新しい方向性
j羽空1M]モデルにおいて提唱されている四つの空
間のうちインスピレーションの空間と学びの空間
における利用者の行動はメディアと資料の利用の
比重が高く，公共図書館の伝統的な機能としてみ
ることカfできる。
残り二つの空間のうち創作空間はrfJ書が仕掛け
た戦略的な機能といえる。アメリカ図書館協会は
2011年に刊行した報告書 Co;z庁ontingthe Fulure: 
Strαtegic Visions 10γthe 21st Century PubLic 
Lz'braryにおいて， 21世紀の公共図書:自立のモデル
のーっとして創作に従事する作家，編集者，芸術
家やその他の創作者の支援をする creation
library を示した ~2)。ヨコムスンはこの creation
libraryは1m空間モデルの創作空間に該当すると
説明している2:l)。創刊:のj:JJとしての図書:在日は，
受動(1守な行動に停滞しがちな図書館利用を主体的
な活動に転換するための契機になりうる。
出会いの空間は，利用者によって発見された公
共Izl書館のオルタナテイブな価値である。 2000
年代始めにスコット・ハンスンは“公共図書館は
議論の可能性をDr.Jくことによって，氏主主義社会
の最も基本的な {ill日i査で、ある表現の I~lElが実際に作
動する犠子を示すことができる"と述べ，市民社会
の]:11で議論の場を提供することで公共図書館が市
民の対話の際成に貢献する可能性を指捕した 24)。
北欧の図書:館ではすでに地域住民の議論，政治家
118 J-Htの12議釘i Vol.52 NO.2 (2014) 
との討議や1WI人の語りを共有するプログラム等が行
われ，実質的に公論形成の場を提供してきたお)。
2013年4月に改訂されたノルウェーの公共121
書館法にU:，公共図書館は公共性を持つ会話と
議論のための独立した出会いの場/活動の場で、あ
る"という丈可が取り入れられたお)。公論形成
機能が泣2ililj支のrl~こちi:I置づけられることによっ
て，北欧の目立は181人の文化的営みのための機
供jから，他者との関係性の情築を十JUAに入れた社
会関係資本形成の役割を托!う段IHrに， j乙を踏み入
れたといってよいだろう。
4.2 公共図書館の新たな方向性と
伝統的機能の関係
iιIs~IIU モデルでは，公共 i亙11書館の伝統的な機能
である'情報のアクセスと資料の提供について明示
されていなし」しかしながら Im~::I¥Jモデルは北i玖
の図書館が'情報のアクセスと資料提供の場から文
化活動の場へと移行したことを意味するのではな
く，公共図書館の伝統的役割を恭控にその機能と
サーピスを拡挺したことを示すものである。
iιI ~::lllj モデルの提唱者ヨコムスンは，北欧公共
i丞i書館の変革を 1964年の121書館法とその前後の
i時代に起こった|羽書館の変化に求めている。すな
わち 1964 年の凶書館法は図書:自立の 1~1 !'I~ を書籍以
外のメディアを提供すること，資料提供にとどま
らず凶書館は文化・教育活動を振興することをi珂
記した口この1"):/，(で、図書館は資料を提供しつつ多
械な文化・教育活動を反1mする施設になったので
ある nl。
資料とメディアのflIl介機能は121書館の存在意義
であり，資料提供はすべての公共断書館のサーピ
スの lìÍj i廷である。このような I~IIVJtにおいて，資
料提供は特段i開示されることなく，図書館のrl:l核
的機能と認識されている。資料やメディアへのア
クセスが言及されるのは，何らかの型!!.iJlにより情
報と文化へのアクセスが1mまれ基本iねな凶
サービスを享受できていないグループが浮かび上
がり問題化される文脈においてのみである。
4.3 北欧公共図書館の将来的課題
1空I-¥Jモデルに示されるような公共i望書館の新
しし、機能が 1-分に発持iされるためには，司書:の働
きかけとそれに呼応する利用者の存在が必要であ
る。だが実際には 図書館の多様な機能を利用者
に結びつけようとする司書の働きかけに比べ，利
用者の反応は鈍し可。大部分の住民は公共図書:自立の
変化に気づかず，資料の貸借を中心とする伝統的
な図書館の利用法に留まり しかも公共i亘書館の
安定した資料提供サーゼスに満足しているために
図書館に対する要求レベルや期待!支が1く，図書
館サービスに対して受け身の姿勢が常態化してい
るお)。
北巨大の図書館がさらに成熟した情報と文化の空
1りになっていく過程において，新たな図書館の機
能に関する利用者自身による気づきが欠かせな
い。図書館空間の可能性の発見という点では，マ
イノリティ住民は公共図書館が自分の生活と共鳴
し10'1らを変えていくエンパワーメント空間である
ことに意識的/任意識的に気づいた存在であると
?
?、 ぇ
5 おわりに
情報革新とそれに伴う社会制度の変革，利用者
の意識の変化などを包摂しつつ 21I止紀の公共図
書館をデザインしていくためのモデルとして凶空
間モデルは示唆的であり 1:1本の公共121書館の在
り方について考えていくときの手掛かりとなるだ
ろう。しかしながらjヒF欠の公共図書館は， ~I ヒ I~:欠社
会が社会福祉の理念を全住民を対象とする生活保
i埠ilJlj支として実現していく過程で，文化保障制度
として発展してきた側面iを持つ。つまり公共図書
館は社会保障，福祉，教育なとご生活にかかわる問
題を政策に基づく公的制度として実現する「北欧
モデル」の中に組み入れられることで， {i'{i I宣iたる
位置づけを得るにいたったお)O
公民館が地域住民の生涯学習のための施設とし
て，多様な文化的活動とi幅広い対象に向けたプロ
グラムを提供する日本では，公共図書館は情報と
資料提供施設としての機能にil!11J足を崖きつつその
方向性を探る必要があるのではないか。そして資
料とメディアを専 111とする図書館の独自性を活か
しつつ，他の社会教育施設や文化施設との述携を
はかっていく必要があるだろう。
さらに日本では公共図書館それ自体を学びの対
象とし，図書館の在り方を追究するTl'i氏グループ
が半Ilt紀にわたり活動を展開してきた。公共図書
館という場所を拠点として自分たちの学びの空間
を自らの千で、構築していくプロセスは，住民運動
やボランティア活動に1811又されない奥行きを持
つ，公共図書館が自発的学びをl醸成する空間であ
ることを示す活動で、ある。こうした活動の蓄積を
基盤に，公共図書館を対話とエンパワーメントの
j易にしていくことが求められている。
<)主>
1 )コムーネ (Kommune) はH本のiljIJ村にあたるデンマー
クのきI~慌自治{本で、ある。
2 )γhorsen， Leif‘デンマークの公共l調書郎.今まど子・ 11ι:
i'i子司(， 1:1本!訓?立がilZJ)会， 1975， p.132 
3 ) トルセン. op.じil.2)、p.120-121
4) 2013 {I: 1 J 13 1司スウェーデン・ウプサラ大学，人文
学・社会学系アーカイブ .1支Ifl¥=釘i'fi!1物館学部1".級講師 /¥se
lledemark 氏へのメールインタビュー:2013 1jo I1 J 15 EI‘ 
デンマーク・ソル八ン131m鮪司書 HelleAndresen氏へのメー
ルインタピュー
5 )会話による1r{(1泌をわ'まない利JlJ・者のためには都政ゾーンが
設置される。 飲食についてはデンマークでは認められている
が， ノルウェーやスウェーデンでは問者:館の方針による。子
どもの飲食はどの悶でも;認められ，資料・機器へのダメージ
が|問題となっているものの. f次itを禁止する傾向はみられな
い。社会学者オルデンバーグ m町 Oldenburg)は，花、f.i!，イヒ
の進んだJ}I.代社会でインフォーマルな公共牲を担保するサー
ト‘プレイスを提唱しその特徴として1'立的領域であるこ
と，平等性，会話が二tな活動となること‘不IJJlJのしやすさ，
常連容の存在，地i床であること，遊び心，家庭 I'J'~雰 1m気を挙
11'ている。 (Oldenburg， 1¥町サート、プレイス.コミュニテイ
の核となる「とびきり)苦心地よい場所」 忠平美幸訳.みす
ず書房， 2013， p.64-97) r会話が主たる活動となること」は
i'Jf潟を基本とする通常のmlm館では成り立たないが. :1ヒIO;の
公共図書館は会話が許されているという点で， rサードプレ
イスjの役割を来たしているといえる。
6) 2000 年代までの北欧公共図書部の到達点については以下の
文献を参n{.。
Larsen， jonna J10lmgaarcl ecl."Norclic Public Libraries 
in the Knowledge Soじiety"DanishNational Library 
:¥uthority. 2006， 92p. (オンライン)，入手先(hup:l Iwww 
bs.dk/publikationer/english/nnpl/pclf/nnpl.pdO、(参)I(!， 2013-
11-17) 
Larsen， jonna Holml手larclecl. "Norclic PubliじLibraries2.0" 
Danish Agency for Libraries and !¥1edia. 2010， 111 p. (オン
ライン)，入手先 (http://www.kulturstyrelsen.dk/fileaclmin/
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!】llblik礼tlone rノplblika t ione r_cngelske/Norclil、 pllbli仁/
Norclic_Public_Libraries_2.0.pclO 、(参)I(~ 2013-11-17) 
7) .Iohannsen. C川 1GlIstav. "Abne siblioteker _ Et 
Kortlagningsprojekt". Det lnform川 ionsviden ska belige 
f¥kademi. 2012， p.17-21. (オンライン).人子先 (htrp:l/www
k Ii u rsty re lsen.cl kl filcadm in / pl bl i kai ion e r / ra pporte r 
(淀川'igelA A bnc_bibliot ckcr._I~appor( .pdf)， (参照 20日一I一17)
Larsen， .Ionna Holmgaard. Opcn libr孔ricsin Denmark 
')C(lJ/diJ/(ll'i(/J/ Pub!ir library (.)u(jrlcrly. vol. 46 no白，)司
201:3. p.22. (オンライン)、入手先 (http://slq.nll/wp.conicnt/ 
lplo日d出/2013110/SLQ3.20 13_small.pdf)， (参I!(¥2013-11-17) 
8 )スウェーデンやノルウェーにおいても公共同若干加の利川1;¥
1mを:W:IJー する動liJがえられる。
マグヌスセン矢部14:)ミ.占Ill{i子， ，fl気尚充.文化を147む
ノルウェーのほi喪主n 物，H{-.ことば・ j:1泌が踊る空HlJ. $.片手、F
論 2013，p.282 
小林ソーデルマン淳 r ・占 111 正îI ・，fll 気 1~'iJ 美.説訟を支え
るスウェーデンの公共図書館:文化・'i'i号、出へのアクセスを保
|旅する空1:1] 新i1'FJi命 2012. p.85-88 
9 )公共 I~I 務自白は保育 I~il .小学校と述挑しすべての子どもに
公共図書館サーヒスを舵11:する{本HJI7う;iI{aI，ょしている。
10) 公共貸与権については以下の文献。
1fT 1イ:ir.デンマークのにぎやかな公共1;/没船 主if'評論‘
2000， p.189-192 
北欧公共 l;glf!j 鮪における?託子 1t~:絡をめぐる議論については
以 iごの文献を参照。
E-books: SCZlndinavian Point 01' Vicws. 
Pllb/ic Library (.)u(irlerly. vol. 44， no. 4 2011， (オンライン)，
入手先 (hnp:l/87.237.211 ぺ:Vwp.content/uploads八サ付 4/
SPLQ_ 4_20 ll.pdf)唱(参!(l，2013-11-17) 
小林ソーデルマン 8)υかじil.，p.6:3-67，矢先18)()かcil.，p.243-
244 
11)総人口に12める移民の割合はデンマーク 7.9%. スウ.:r..ーデ
ン15.1%. ノルウェ -12.4')6である。 OECDinternational 
migration outlook (オンライン)，入子先 (http://www.oecd
org/el日Imig/imo2013.htm). (参照 201:3-11-17). 
12)北欧における移民への国勢館サービスの炭IjfJについては以
1ごの文献を参H(i，。
古1右子.北欧におけるマイノリティ住民への1Z11'身飢サー
ビス・テ。ンマークとスウェーテ'ンをrjl，C.、に. Izli'Wfin界. vol 
59， no. 3， 2007， p.174-187 
13) Delica， Iくristianand Elbeshausen， Ilans. Soじio.cultural
innovatiol1 through and by publiじIibrariesin disadvantagecl 
neighbourhoods in Denmark:じoncどptsand praじtices
Jnfor/J1(/liol Research. ¥'01.8. no.:3 2013， (オンライン)入手
先 (http://in[ormationr.net/ir/18-Ycolis/paperC 11.h tml# 
Uj9qjGj7XGE)， (参照 2013-1ト17)
14)ブックスタートはIH界的に展開されているサービスである
が，デンマークでは対象を民族的マイノリティに限定し，家
J{五訪Iljによりサービスを炭1)りしている点に特慣がある 0
"BogstartへKulturstyrelsen.(オンライン人入子先 (hup:l/ 
www.kulturstyrelsen.dk/english/i n sti t u tiOllS/li brariesl 
j)ubliじ-librariesl children/bookstart-program/， (参 !1(l.2013-
120 JJi，代のIzlil&'館 Vol.52 NO.2 (2014) 
] -17) Iz書館の資料と施設を使って行う創作活動(こf五点を合わせた
15) Bydelsmωdreは， NPO組織F'ondenfor Socialt Ansvar 1図き温i?詐w十刊協自魚館n(C心l争'eatiわonしμib凶〉ηr川守3γy¥が対よ比ヒ的にJ指行Jぷj兵ミされている。
FSi¥) (Found川ionfor Social I<esponsibilii y)が立ち一上げた 23) .Iochumsen et al. op.じit.16)， p.593 
移民女子1:のエンパワーメントを目的とするプロジェクトで、あ 24) SkOl-Hansen宅 Dortc.Th巴 Pllbliclibrary in lhe service of 
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